
１牧草と園芸・第５０巻第１１号（２００２）

はじめに

　２０年前に２割以下だった牧草のサイレージ仕向

け割合は，着実に増加し，平成９年に全道平均で

６割を超え，なお増加傾向にある。いまやサイ

レージは“主食”である。繁殖あっての酪農の基

礎は第一に乳牛の健康であり，その健康を支える

柱として主食がしっかりしなければならない。乳

牛の消化能力には限界があるので，食い込めるエ

サの中に必要な全ての栄養を満たしてやらなけれ

ばならない。もし粗末な主食であれば，不足する

栄養を補うために費用がかかり，不良なサイレー

ジは乳牛を不健康にする。このようにサイレージ

や乾草の“でき具合”は，やがて，経営成果に深

く関わる。そのでき具合は質と量と生産費の３点

である。

１　自給飼料の経済性

　飼料自給率は経産牛１頭当たり乳量の増加と逆

の傾向が見られる。とりわけ，乳量が右あがりで

伸びた平成７年頃までが顕著だ（図１）。全道の草

づくりコンクール参加農場のデータを分析する

と，ＴＤＮ自給率と飼料効果に有意な相関が認め

られた（図２）。これらのことから，自給飼料が

もっとしっかりすることにより濃厚飼料の１�当

たり産乳効果が向上する。

　図３は経産牛１頭当たりの自給飼料生産乳量と

所得の関係を見たものである。両者の間に有意な

相関がみられ，農家間格差は大きいものの，自給

飼料生産乳量を増加させることが所得の向上に寄

与していることがうかがえる。草地を持つ酪農に
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とってあたり前の話である。

２　まず第一に発酵品質

　「サイレージだけでもバクバクと食ってくれる

サイレージをつくる」。この言葉は，作物の生育

や乳牛の行動に深い洞察力をもち，経営感覚に優

れたある酪農家の信条である。サイレージ摂取量

は酢酸，アンモニア含量と負の相関があり，劣質

サイレージは乾物摂取量が低い。劣質サイレージ

は酪酸やアンモニ含量が高く，多量の酪酸が乳牛

の生理障害を誘発し，アンモニアは肝機能の低下

をまねく。くり返すが，不良発酵したサイレージ

は乳牛を不健康にする。このことを説明するた

め，代謝プロファイルテストで問題が多かった農

場の牧草サイレージ品質を示した（表１）。Ｖスコ

ア評点（１００点満点）で１０点に届かない，典型的な

酪酸発酵サイレージであった。たまたま不幸にし

て，大切な牛たちが不良発酵サイレージと同居し

ていた。細切サイレージであれロールベールサイ

レージであれ，原料水分と酪酸は密接である（図

４）。酪農経営にとって高品質のサイレージを安

定的に大量調製することが不可欠であるが，その

ためには，いかなる条件下においても酪酸発酵や

カビ毒の発生を抑えなければならない。それらの

技術は決して特別なものではない。良質サイレー

ジを作る近道は飼料分析を行うことである。どの

２
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表１　代謝プロファイルテストで問題が多かった農場における牧草サイレージの品質

評価
（Ｖスコア）

ＮＨ３‐Ｎ／ＴＮ酪酸プロピオン酸酢酸乳酸ｐＨ水分原料草事例

５３５．２１．０６０．２００．６３０．０１５．１７７．８
６月２５日刈取り

チモシー単播１番草
№１

８２２．３８１．１９０．４５０．２３５．７７７．５３
穂揃期

イネ科１番草
№２

注）Ｖスコア：ＶＦＡ／ＴＮ，酢酸（酢酸＋プロピオン酸），酪酸（酪酸＋吉草酸＋カプロン酸）を指標とした評価法（柾木ら１９９４）。



３

ような条件でどのような品質のサイレージができ

たかを，調製のたびに確認することである。

３　栄養価の目標

　平成２２年を目標とする北海道酪農・肉用牛生産

近代化計画では７０％以上のＴＤＮ自給率を目標に

している（表２）。この目標を達成するためには表

３，表４の試算から，ＴＤＮは６５％，ＣＰは１５％

程度の自給飼料が必要になる。これによって濃厚

飼料給与量が２ｔで目標の産乳が可能となり，Ｔ

ＤＮ自給率７０％の目標が達せられる。これは家畜

ふん尿が満度に利用される循環型酪農の１つの理

想型である。現状においてＴＤＮ自給率７０％以上

の経営事例は少ない。目標値はあくまでも目標で

あって大事なのは採算である。しかし，自給率向

上の足を引く牧草サイレージや乾草の質と量と生

産費が，採算上からも重要であることを直視しな

ければならない。現状における自給飼料のＴＤ

Ｎ，ＣＰレベルは十分といえない。出来上がった

サイレージは原料草の栄養価を超えられない。原

料草の栄養価は草種とマメ科率と生育ステージに

表２　平成２２年を目標とする北海道酪農・肉用牛生産近代化計画の経営指標（酪農）

ＴＤＮ
自給率
（％）

濃厚飼料量

（�／頭）

経産牛乳量

（�／頭）

生乳生産量
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注）ＰＭ：パイプラインミルカー，ＭＰ：ミルキングパーラ，ＦＳ：フリーストール，ＴＭＲ：完全混合飼料

表３　自給飼料のＴＤＮ含量と期待乳量

同左比
（％）

乳量
（�）

自給飼料ＴＤＮ
（％）

１００

１１０

１２０

７，３５０

８，１００

８，８５０

５５

６０

６５

条件
　体重６８０�，乳脂率４．０％
　濃厚飼料給与量２，０００�
　ＴＤＮ充足率１００％
　１９９９年版日本飼養標準
（田中：ぐらーす２０００年４５巻第２号）

表４　自給飼料のＣＰ含量と濃厚飼料必要量

同左比
（％）

濃厚飼料
（�）

自給飼料ＣＰ
（％）

１００

 ８３

 ５９

３，３００

２，７５０

１，９５０

８

１２

１６

条件
　体重６８０�，乳脂率４．０％
　産乳量８，５００�
　濃厚飼料ＣＰ含量２０％
　ＣＰ充足率１２０％
　１９９９年版日本飼養標準
　（田中：ぐらーす２０００年４５巻第２号）



４

よって決まる。

４　適期刈り牧草の栄養価

　農・畜試，普及センターが３年がかりで実施し

た調査結果から，全道の草地とその利用実態が明

らかになった。

■調査対象草地の９２％がチモシー主体草地で，う

ち７８％が早生種。マメ科率は１０％程度にとどまっ

ている。

■一番牧草の収穫適期を出穂始め刈りとした場

合，調査対象農家の収穫（農家収穫）は８日～

１２日刈り遅れていた。

■農家収穫は１０ａ当たり年間乾物収量とＴＤＮ収

量において勝っていた。ＴＤＮ含量は出穂始め

刈りが６４．５％で農家収穫の５９．２％よりかなり上

回った。

■乳牛がどれだけ食い込めるかの乾物摂取量指数

は，出穂始め刈り１に対し，農家収穫は０．６８と

推定された。

　以上の結果から，ＴＤＮ６５％の牧草サイレージ

原料草は，特別な技術を要するものではなく，出

穂始めまでの収穫で可能であり，適期刈りによっ

て採食量が増加することが確認された。

５　コストダウンの鍵

　濃厚飼料の調達価格を１�当たり３７円と仮定し

た場合，ＴＤＮ１�当たりコストは約５０円にな

る。これは放牧草を除く自給飼料生産費と同程度

かむしろ安い。一方，草づくりコンクール参加農

場の自給飼料ＴＤＮ１�生産コストは平均３６円，

同じく北海道酪農畜産協会が毎年実施している優

良経営では３７円前後である。これらの事例はまだ

少数であるがコスト低減の可能性を示すものだ。

ロールベールか細断サイレージかの調製形態，個

別完結か作業共同か，あるいは外部委託かなどの

作業方式の選択は経営者にとって重要だが，最終

的な評価はサイレージや乾草の質と生産費であ

る。

６　健康な草地をつくる

　草地更新は，草地生産力の回復，もしくは生産

力向上に必要な土壌改良と優良種子導入のチャン

スともなる。一般に草地改良はプラウ耕による更

新をイメージするが，プラウ耕に限らずもっと多

様な草地改良が普及していくことになろう。表土

を剥ぎとられたような草地では，肥料がきれると

たちまち牧草の生育も弱ってしまう。このような

草地を二次整備で深耕すると，事態はもっと深刻

になる場合がある。草地をタコの頭にたとえるな

らば，美味しい頭の肉厚を意識した草地改良が必

要だ。図５は土地条件に対応した更新法をイメー

ジしたものである。この中の１つ，ロータリハ

ローによる草地更新は，石礫地には適さないもの

の，堆肥や石灰の土壌混和，浅層耕起，傾斜地に

おける耕起，簡易性などの面で優れている。立地

条件にふさわしい多様な，簡易で低コストな更新

技術が普及することにより，自力更新が促進され

る。

　草地改良が停滞すればその土地から新たな活力

は生まれない。曾祖母牛の食べた牧草をひ孫牛達

も食べ続けることになる。乳牛により多くの働き

を期待するのであれば，まず主食が変わらねばな

らない。その主食が良くなるためには原料草が良

くならなければならない。草地改良は家畜ふん尿

の活躍の場をつくり循環の切り口ともなる。

図５　土地条件に対応した耕起法のイメージ


